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令
和
五
年
度
の
県
教
員
採
用
選
考
検
査
の

出
願
状
況
に
よ
る
と
、
小
学
校
の
倍
率
は
約

１
・
７
倍
で
あ
り
、
こ
の
三
年
間
、
本
県
の

小
学
校
の
倍
率
が
年
々
低
下
し
て
い
る
状
況

で
す
。
近
年
、
教
員
の
多
忙
化
が
問
題
と
な

り
、
文
部
科
学
省
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
「
＃
教
師

の
バ
ト
ン
」
で
も
、
教
員
の
魅
力
よ
り
も
過

酷
な
労
働
環
境
等
の
書
き
込
み
が
多
く
、
ブ

ラ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

各
校
に
お
い
て
は
、
行
事
の
精
選
や
会
議

等
の
縮
小
、
校
務
分
掌
の
軽
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

よ
る
校
務
の
効
率
化
な
ど
、
知
恵
を
結
集
し

て
働
き
方
改
革
を
推
進
し
、
超
過
勤
務
時
間

の
縮
減
に
努
め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
超
過
勤
務
時
間
の
縮
減
は
一
つ
の

数
値
目
標
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

数
値
の
結
果
を
急
ぎ
す
ぎ
る
と
、
組
織
内
に

摩
擦
や
対
立
が
生
ま
れ
、
不
安
や
疑
心
暗
鬼

か
ら
守
り
に
入
り
、
行
動
が
消
極
的
で
協
働

も
進
ま
ず
、
さ
ら
に
結
果
が
悪
く
な
る
、
と

　

成
功
の
循
環い

う
失
敗
の
循
環
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

企
業
の
組
織
活
性
化
で
よ
く
引
用
さ
れ
る
、

Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
ダ
ニ
エ
ル
・
キ
ム
教
授
が
提
唱
し

た
「
成
功
の
循
環
」
は
、
対
話
や
交
流
に
よ

る
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
多
様
な
視
点

か
ら
気
付
き
が
生
ま
れ
、
自
発
的
な
行
動
や

協
働
が
進
み
、
よ
い
結
果
と
な
り
、
さ
ら
に

信
頼
関
係
が
深
ま
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
学
校
課
題
に
つ
い
て
よ
い
結
果
を

出
す
た
め
に
は
、
校
長
が
率
先
し
て
教
員
と

の
信
頼
関
係
を
築
き
、
ま
た
、
教
員
同
士
の

良
好
な
関
係
性
を
育
成
す
る
と
い
う
「
急
が

ば
回
れ
」
的
な
学
校
経
営
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
学
生

が
、
単
な
る
職
業
と
し
て
で
な
く
、
自
己
の

夢
の
実
現
と
い
う
高
い
志
に
よ
り
教
員
を
選

択
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
、
校
長
と
し

て
、
教
員
が
働
き
が
い
と
生
き
が
い
を
実
感

で
き
る
学
校
経
営
に
全
力
で
努
め
た
い
も
の

で
す
。�

（
長
岡
・
三
島　

阪
之
上
小
学
校
）

新
潟
県
小
学
校
長
会　

副
会
長

　

小　

海　

信　

幸

令
和
四
年
度

第
一
回  

県
小
評
議
員
会
（
報
告
）

日
時
　
六
月
十
六
日
（
木
）
十
四
時
～
十
六
時
十
五
分

会
場
　
上
越
市
【
高
陽
荘
】

一　

開
会
の
挨
拶�

佐
藤
会
長

　

今
年
度
は
代
議
員
会
を
対
面
で
実
施
で
き
、

村
上
市
岩
船
郡
小
学
校
長
会
に
感
謝
す
る
。

　

非
違
行
為
が
発
生
し
て
い
る
。
校
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
取
組
強
化
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
公
立
小
中

勤
務
実
態
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。
業
務
改

善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
人
権
教
育
、
同

和
教
育
、
環
境
教
育
等
、
学
ぶ
機
会
の
獲
得

や
情
報
収
集
を
行
い
、
社
会
の
変
化
に
迅
速

に
対
応
す
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

二　

議
長
選
出　
　
　
　

妙
高
地
区
評
議
員

三　

報　
　

告

　

・
会
務
報
告
・
全
連
小
・
関
ブ
ロ
関
係

四　

協　
　

議

㈠　

各
部
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

１　

対
策
部

　

�　

市
町
村
教
育
関
連
予
算
等
に
関
す
る
調

査
を
継
続
す
る
。
人
的
配
置
等
の
予
算
要

望
の
た
め
、
速
報
値
を
示
し
て
い
く
。
各

市
町
村
の
首
長
要
望
作
成
資
料
に
つ
な
げ
、

全
県
の
子
ど
も
た
ち
に
、
格
差
な
く
充
実

し
た
教
育
を
提
供
し
た
い
。

　

２　

福
利
部

　

�　

県
中
校
長
会
や
退
職
校
長
会
と
連
携
し

て
情
報
収
集
や
調
査
研
究
を
行
い
、
教
職

員
の
給
与
水
準
や
雇
用
促
進
の
要
望
に
生

か
す
。
ま
た
関
連
団
体
と
の
連
携
を
深
め

福
利
向
上
に
寄
与
す
る
。
今
年
度
は
調
査

方
法
を
変
え
業
務
改
善
を
図
っ
た
。

　

３　

研
修
部

　

�　

今
年
度
は
、
地
区
別
研
究
集
会
を
九
月

に
行
う
。
各
開
催
地
校
長
会
が
運
営
す
る
。

研
修
主
題
「
未
来
を
拓
く
知
を
磨
き　

と

も
に
生
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経

営
」
の
下
、
分
科
会
を
充
実
さ
せ
る
。

　

４　

広
報
部

　

�　

会
員
の
連
携
と
学
校
運
営
の
改
善
充
実

に
資
す
る
よ
う
、
各
校
長
会
の
活
動
や
当

面
の
課
題
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

㈡�　

令
和
四
年
度
全
連
小
島
根
大
会
、
今
後

の
関
ブ
ロ
・
全
連
小
大
会
に
つ
い
て

㈢　

令
和
四
年
度
「
要
望
書
」
に
つ
い
て

五　

連
絡

　

次
年
度
代
議
員
会

　
　

令
和
五
年
五
月
十
日
（
水
）

　
　

主
管　

三
条
市
小
学
校
長
会

六　

閉
会
の
挨
拶�

小
海
副
会
長

　

校
長
会
の
「
要
望
書
」
に
集
約
さ
れ
た
の

は
「
校
長
の
悲
鳴
」
で
あ
る
。
我
々
校
長
は
、

日
々
の
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
、
改
善
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

�

（
広
報
部
副
部
長　

松
澤　

ゆ
り
か
）
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関
東
甲
信
越
地
区
小
学
校
長
研
究
協
議
会
・
群
馬
大
会
の
提
案
発
表　

�

六
月
九
日
（
木
）
～
十
日
（
金
）

　

高
崎
市　

Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬 

他

加
茂
市
立
須
田
小
学
校　

前　

田　

友　

晴

を
学
ぶ
、「
須
田
ｄ
ｙ
科
」
を
位
置
付
け
、

各
教
科
等
の
学
習
で
身
に
付
け
た
技
を

活
用
す
る
学
び
を
全
学
年
で
実
施
。

　

２　

オ
リ
パ
ラ
教
育

　
　

�　

共
生
の
視
点
を
高
め
る
た
め
に
、
パ

ラ
種
目
体
験
や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
活
動
、

諸
外
国
の
食
を
味
わ
う
オ
リ
パ
ラ
給
食
、

運
動
会
で
の
パ
ラ
種
目
の
要
素
を
入
れ

た
種
目
や
「I

�

m
P
O
S
S
IB
L
E

」
を
活

用
し
た
授
業
を
実
施
。

三　

研
究
の
成
果
と
課
題

㈠�　

技
を
意
識
し
た
こ
と
に
よ
り
、
与
え
ら

れ
た
課
題
や
テ
ス
ト
な
ど
で
、
自
分
の
考

え
を
書
く
子
ど
も
が
増
え
た
。

㈡�　

低
・
中
・
高
学
年
で
研
究
を
組
織
し
た

こ
と
で
、
教
員
同
士
が
授
業
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
他
学
年
の
学
習
と
関
連
付
け
て

授
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
教
員
同
士
が
学
び
合
う
た
め
の
時
間
の

設
定
が
必
要
で
あ
る
。

㈢�　

地
域
の
お
年
寄
り
と
ボ
ッ
チ
ャ
で
交
流

し
た
り
、
縦
割
り
班
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施
し
た
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
学
習
し
た
こ
と
や
で
き
る
こ
と
を
積

極
的
に
活
用
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

一　

提
案
主
題

　

子
ど
も
が
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め

の
資
質･

能
力
を
育
む
教
育
課
程
の
工
夫

二　

研
究
の
概
要

㈠　

資
質
・
能
力
の
確
実
な
育
成

　

１�　

四
つ
の
し
か
け
（
学
習
課
題
、
拡
散
、

収
束
、
ま
と
め
）
を
意
識
し
た
授
業
の

実
施
に
よ
り
、
一
時
間
の
中
で
身
に
付

け
さ
せ
る
技
を
意
識
し
た
授
業
づ
く
り
。

　

２�　

対
話
力
を
高
め
る
た
め
に
、「
話
す･

聞
く
」
の
学
習
を
重
視
し
、「
こ
と
ば

の
力
」
を
国
語
以
外
の
学
習
で
も
活
用
。

㈡　

教
職
員
組
織
の
活
性
化
と
能
力
向
上

　

１�　

校
内
研
修
の
組
織
を
、
一
・
三
・
五

年
（
国
語
）
と
二
・
四
・
六
年
（
道
徳
）

に
分
割
。
国
語
や
道
徳
な
ど
、
縦
を
意

識
し
た
指
導
を
行
う
た
め
に
、
同
じ
領

域
や
内
容
を
同
時
期
に
し
た
指
導
計
画

に
変
更
。

　

２�　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
能
力
向
上
の
た
め
に
、
意

図
的
な
遠
隔
授
業
や
計
画
的
な
全
校
一

斉
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
実
施
。

㈢　

教
育
課
程
の
工
夫

　

１　
「
須
田
ｄ
ｙ
科
（
す
た
で
ぃ
か
）」

　
　

�　

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

年
間
指
導
計
画
に
「
ふ
る
さ
と
・
須
田
」

阿
賀
野
市
立
安
田
小
学
校　

石　

黒　

篤　

志

一　

提
案
主
題

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
児
童
の
育

成
と
安
全
・
安
心
を
目
指
し
た
学
校
経
営

二　

研
究
の
概
要

　

自
然
災
害
や
日
常
生
活
に
潜
む
危
険
か
ら

掛
け
替
え
の
な
い
命
を
守
ろ
う
と
す
る
児
童

の
育
成
を
目
指
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
命
を

守
る
行
動
を
と
ろ
う
と
す
る
意
識
の
醸
成
と

安
全
・
安
心
な
環
境
整
備
を
学
校
経
営
方
針

に
位
置
付
け
、
全
職
員
で
取
り
組
ん
だ
。

㈠�　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
意
識
を

醸
成
す
る
教
育
活
動
等
の
推
進

　

１�　

全
校
朝
会
の
講
話
、
学
校
だ
よ
り
の

巻
頭
言
等
で
身
近
に
潜
む
危
険
の
認
知

を
促
し
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ

と
の
意
識
化
を
図
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

校
長
自
身
が
で
き
る
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
た
。

　

２�　

生
徒
指
導
部
・
特
別
活
動
部
に
働
き

掛
け
、
学
校
生
活
の
き
ま
り
を
児
童
の

手
で
見
直
し
、
児
童
自
ら
が
安
全
・
安

心
な
学
校
生
活
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
。

　

３�　

学
校
防
護
部
に
働
き
掛
け
「
防
災
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
計
画
的
に
実
践
し
、

避
難
訓
練
や
道
徳
科
の
授
業
と
関
連
付

け
な
が
ら
指
導
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

㈡�　

安
全
・
安
心
な
環
境
整
備
に
向
け
た
取

組
の
充
実

　

１�　

安
全
点
検
の
方
法
を
見
直
し
、
全
職

員
で
当
事
者
意
識
と
危
機
管
理
意
識
を

も
ち
、
安
全
・
安
心
な
環
境
整
備
を
目

指
し
た
。

　

２�　

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
立
ち
上

げ
、
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
人
的
な
環

境
整
備
を
目
指
し
た
。

三　

研
究
の
成
果
と
課
題

㈠�　

二
学
期
末
の
調
査
で
、「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
行
動
が
と
れ
た
」
と
自
己
評

価
し
た
児
童
が
98
％
、
全
職
員
が
自
身
の

安
全
・
安
心
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
と
肯

定
的
に
評
価
し
た
。
児
童
・
職
員
と
も
に

意
識
の
高
ま
り
は
あ
っ
た
と
言
え
る
。

㈡�　

本
研
究
で
取
り
組
ん
で
き
た
い
く
つ
か

の
活
動
は
ど
れ
も
目
新
し
い
も
の
で
は
な

い
。
一
つ
一
つ
で
は
な
く
、
各
活
動
を
関

連
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
校
の
中
に
安
全
・

安
心
な
生
活
を
目
指
す
風
土
を
生
み
出
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

㈢�　

意
識
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
実
生
活

や
行
動
に
十
分
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
。

児
童
に
行
動
変
容
が
見
ら
れ
た
と
し
た
職

員
が
52
％
と
低
い
値
に
と
ど
ま
っ
た
。
実

生
活
に
つ
な
げ
る
働
き
掛
け
が
さ
ら
に
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
有
効
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
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を
学
ぶ
、「
須
田
ｄ
ｙ
科
」
を
位
置
付
け
、

各
教
科
等
の
学
習
で
身
に
付
け
た
技
を

活
用
す
る
学
び
を
全
学
年
で
実
施
。

　

２　

オ
リ
パ
ラ
教
育

　
　

�　

共
生
の
視
点
を
高
め
る
た
め
に
、
パ

ラ
種
目
体
験
や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
活
動
、

諸
外
国
の
食
を
味
わ
う
オ
リ
パ
ラ
給
食
、

運
動
会
で
の
パ
ラ
種
目
の
要
素
を
入
れ

た
種
目
や
「I

�

m
P
O
S
S
IB
L
E

」
を
活

用
し
た
授
業
を
実
施
。

三　

研
究
の
成
果
と
課
題

㈠�　

技
を
意
識
し
た
こ
と
に
よ
り
、
与
え
ら

れ
た
課
題
や
テ
ス
ト
な
ど
で
、
自
分
の
考

え
を
書
く
子
ど
も
が
増
え
た
。

㈡�　

低
・
中
・
高
学
年
で
研
究
を
組
織
し
た

こ
と
で
、
教
員
同
士
が
授
業
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
他
学
年
の
学
習
と
関
連
付
け
て

授
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
教
員
同
士
が
学
び
合
う
た
め
の
時
間
の

設
定
が
必
要
で
あ
る
。

㈢�　

地
域
の
お
年
寄
り
と
ボ
ッ
チ
ャ
で
交
流

し
た
り
、
縦
割
り
班
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施
し
た
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
学
習
し
た
こ
と
や
で
き
る
こ
と
を
積

極
的
に
活
用
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

１�　

安
全
点
検
の
方
法
を
見
直
し
、
全
職

員
で
当
事
者
意
識
と
危
機
管
理
意
識
を

も
ち
、
安
全
・
安
心
な
環
境
整
備
を
目

指
し
た
。

　

２�　

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
立
ち
上

げ
、
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
人
的
な
環

境
整
備
を
目
指
し
た
。

三　

研
究
の
成
果
と
課
題

㈠�　

二
学
期
末
の
調
査
で
、「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
行
動
が
と
れ
た
」
と
自
己
評

価
し
た
児
童
が
98
％
、
全
職
員
が
自
身
の

安
全
・
安
心
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
と
肯

定
的
に
評
価
し
た
。
児
童
・
職
員
と
も
に

意
識
の
高
ま
り
は
あ
っ
た
と
言
え
る
。

㈡�　

本
研
究
で
取
り
組
ん
で
き
た
い
く
つ
か

の
活
動
は
ど
れ
も
目
新
し
い
も
の
で
は
な

い
。
一
つ
一
つ
で
は
な
く
、
各
活
動
を
関

連
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
校
の
中
に
安
全
・

安
心
な
生
活
を
目
指
す
風
土
を
生
み
出
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

㈢�　

意
識
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
実
生
活

や
行
動
に
十
分
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
。

児
童
に
行
動
変
容
が
見
ら
れ
た
と
し
た
職

員
が
52
％
と
低
い
値
に
と
ど
ま
っ
た
。
実

生
活
に
つ
な
げ
る
働
き
掛
け
が
さ
ら
に
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
有
効
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

ら
生
ま
れ
る
「
日
本
酒
」
と
い
う
地
域
の
文

化
を
伝
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
植
え
て

刈
り
取
り
、
見
学
し
た
お
酒
を
当
蔵
で
八
年

間
貯
蔵
、
二
十
歳
に
な
っ
た
際
に
、
子
ど
も

た
ち
が
作
成
し
た
世
界
で
一
枚
の
未
来
の
自

分
に
向
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
を
貼
り
付

け
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
令
和
二
年
よ
り
開
始
し
、
本
年
三
年
目

の
取
組
の
最
中
で
す
。

≪
持
続
可
能
な
柿
崎
農
醸

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
≫

　

柿
崎
で
は
、
農
業
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

耕
作
が
容
易
な
平
場
に
お
い
て
も
耕
作
放
棄

地
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
当
蔵
で
は
、
後
継

の
担
い
手
と
し
て
負
荷
が
か
か
っ
て
き
て
い

る
若
手
農
家
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
耕
作
放

棄
地
を
で
き
る
限
り
減
ら
し
、
地
域
農
業
の

継
続
に
向
け
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
四
月
か
ら
九
月
の
農
繁
期
に

お
い
て
、
当
蔵
社
員
が
在
籍
型
出
向
と
い
う

形
で
、
要
望
を
も
ら
っ
た
農
業
者
の
支
援
に

向
か
い
ま
す
。
冬
場
に
農
家
が
酒
造
り
に
来

る
、
従
来
の
「
蔵
人
制
」
の
逆
バ
ー
ジ
ョ
ン

で
す
。
本
年
四
月
よ
り
本
格
事
業
を
ス
タ
ー

ト
、
初
年
度
は
三
組
の
農
家
の
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

≪
繋
ぐ
仕
事
≫

　

ご
紹
介
を
し
た
事
業
す
べ
て
に
連
な
る
コ

ン
セ
プ
ト
は
、「
繋
ぐ
」
で
す
。
地
域
を
未

来
に
繋
げ
る
た
め
に
、
環
境
を
、
農
業
を
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
を
地
域
と
繋
げ
る

た
め
に
実
施
を
し
て
い
る
事
業
で
す
。
い
ず

れ
も
大
切
で
す
が
、
私
が
最
も
想
い
入
れ
が

あ
る
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
を
繋
げ

る
事
業
で
す
。
人
が
い
な
く
な
れ
ば
、
環
境

も
農
業
も
関
係
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
子
ど

も
た
ち
こ
そ
が
地
域
の
未
来
そ
の
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
今
の
時
代
に
、
我
々
地

域
の
人
間
だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
と

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ

は
無
理
で
す
。
学
校
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
現
在
我
々
が
行
っ
て
い
る
事
業
が
成

立
し
、
皆
さ
ん
に
意
義
あ
る
事
業
と
認
め
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
も
ご
協
力
い
た
だ
け
る
小
学
校

と
先
生
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
そ
の
よ
う
な
意

味
に
お
い
て
も
、
素
晴
ら
し
い
先
生
た
ち
と

の
出
会
い
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

≪
結
び
に
≫

　

私
は
造
り
酒
屋
の
息
子
に
生
ま
れ
、
地
酒

を
通
し
て
「
繋
ぐ
」
役
割
を
課
せ
ら
れ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
校
長
先
生
た
ち
が
担
わ
れ

る
極
め
て
重
要
な
役
割
に
比
べ
れ
ば
、
気
楽

な
役
割
と
理
解
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
自
身
の
仕
事
に
明
確
な
役
割
が
あ
る
こ
と

を
幸
せ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
家
業
は
六
十
歳

で
引
退
と
心
に
決
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま

で
は
素
晴
ら
し
い
先
生
た
ち
に
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
、
よ
り
良
い
形
で
次
世
代
に
バ
ト
ン

を
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

特 別 寄 稿

繋　

ぐ　

仕　

事
頚
城
酒
造
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

八　

木　

崇　

博

想う
≪
は
じ
め
に
≫

　

当
年
四
十
六
歳
、
私
は
上
越
市
柿
崎
区
に

あ
る
造
り
酒
屋
の
蔵
元
で
す
。
新
潟
県
は
全

国
一
造
り
酒
屋
が
多
く
、
自
他
と
も
に
認
め

る
日
本
酒
王
国
で
す
。
全
国
的
に
見
て
も
規

模
が
大
き
く
有
名
な
酒
蔵
が
多
数
存
在
し
ま

す
が
、
残
念
な
が
ら
当
蔵
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
私
が
、
今
回
の
寄
稿
の
ご

依
頼
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
甚
だ
恐
縮
至

極
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
と
と
も
に
生
き

る
「
地
酒
蔵
」
と
い
う
こ
と
を
、
評
価
い
た

だ
い
た
も
の
と
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
自
然
・
風
土
か
ら
生
ま
れ
る
水
、
米
、

そ
し
て
伝
統
技
術
が
揃
う
こ
と
で
、
は
じ
め

て
真
の
地
酒
を
造
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

域
と
い
う
根
幹
が
あ
っ
て
こ
そ
、
我
々
の
生

業
が
成
立
し
ま
す
。
百
年
先
も
残
る
地
酒
蔵

を
目
指
し
、

地
域
と
と

も
に
生
き

る
当
蔵
の

取
組
を
紹

介
い
た
し

ま
す
。

≪
柿
崎
名
水
農
醸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
≫

　

平
成
名
水
百
選
「
大
出
口
泉
水
」
が
流
れ

る
棚
田
で
酒
米
を
作
り
、
そ
の
米
を
そ
の
名

水
で
仕
込
ん
だ
酒
「
久
比
岐 

和
希
水
（
わ

き
み
ず
）」
を
造
り
、
名
水
と
地
域
を
発
信

す
る
事
業
で
す
。
消
滅
が
危
惧
さ
れ
る
集
落

か
ら
流
れ
出
る
名
水
と
、
そ
の
名
水
が
流
れ

る
棚
田
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
地
元
農
業

者
団
体
「
か
き
ざ
き
を
食
べ
る
会
」
と
と
も

に
、
平
成
二
十
四
年
よ
り
開
始
。
活
動
の
か

い
が
あ
り
、
本
年
初
め
て
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者

を
一
名
獲
得
。
名
水
と
棚
田
の
存
続
に
向
け

活
動
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

≪
ハ
タ
チ
に
カ
キ
ザ
キ
を
呑
む

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
≫

　

柿
崎
の
小
学
生
を
対
象
に
小
学
校
と
一
緒

に
、
故
郷
の
自
然
・
文
化
を
学
び
、
故
郷
に

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
を
し
て

い
る
事
業
で
す
。
小
学
六
年
生
を
対
象
に
、

大
出
口
泉
水
が
流
れ
る
棚
田
を
舞
台
に
、
田

植
え
、
棚
田
の
学
び
、
稲
刈
り
、
地
域
食
材

の
飲
食
等
、
五
感
を
使
い
柿
崎
に
触
れ
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
米
を
使
用
し
た

酒
造
り
を
見
学
、
学
ぶ
こ
と
で
、
柿
崎
だ
か
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市
長
や
教
育
長
、
教
育
委
員
を
交
え
た
グ
ル

ー
プ
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は
、

「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
現
状
と
課
題
を

共
有
し
、
今
後
の
取
組
の
方
向
性
を
協
議
し
、

各
校
の
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
日
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
懇
親
会
が
、

昨
今
の
社
会
情
勢
に
よ
り
実
施
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
大
変
残
念
で
あ
る
。

二　

地
域
と
と
も
に
歩
む
た
め
に

　

年
二
回
の
地
域
巡
検
で
は
、
入
広
瀬
、
守

門
、
広
神
、
湯
之
谷
、
小
出
、
堀
之
内
の
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
豊
か
な
自
然
、
名
所
旧
跡

等
と
の
す
て
き
な
出
会
い
が
あ
る
。
そ
し
て
、

見
聞
を
広
め
る
と
と
も
に
地
域
の
強
み
を
活

か
し
た
学
校
経
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ

よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
入

広
瀬
地
区
の
越
後
ハ
ー
ブ
香
園
、
浅
草
山
麓

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
堀
之
内
地
区
の
県
立

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
、
宮
柊
二
記
念
館
等

の
巡
検
を
行
っ
た
。

　

本
年
度
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

が
全
市
一
斉
に
導
入
さ
れ
た
。
地
域
と
と
も

に
歩
む
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
、
お

互
い
の
顔
が
見
え
る
「
温
か
い
校
長
会
」
と

し
て
取
組
を
継
続
し
、
魚
沼
市
の
教
育
発
展

の
た
め
に
努
力
し
て
い
く
。

�

（
堀
之
内
小
学
校　

石
津　

忠
）

　

魚
沼
市
は
越
後
三
山
に
連
な
る
山
々
に
抱

か
れ
、
清
ら
か
な
水
と
緑
に
育
ま
れ
た
美
し

い
ま
ち
で
あ
る
。
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文

化
を
活
か
し
た
教
育
を
展
開
し
、「
自
ら
考

え
、
自
ら
学
ぶ
創
造
力
に
溢
れ
た
人
間
性
豊

か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
の
育
成
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
「
新
・
温
か

い
学
級
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
中
核
と
し
て
、

「
多
様
性
を
認
め
合
い
、
主
体
的
に
学
び
合

う
学
級
づ
く
り
」
の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

一　

少
人
数
の
強
み
を
生
か
す

　

魚
沼
市
小
学
校
長
会
は
、
九
名
の
会
員
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
年
間
十
一
回
の
定
例
会

で
は
、
各
種
会
議
の
報
告
や
行
事
等
の
情
報

交
換
、
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
学
校
規
模
も

異
な
る
少
人
数
の
組
織
で
は
あ
る
が
、「
お

互
い
の
顔
が
見
え
る
こ
と
」「
意
思
統
一
が

図
り
や
す
い
こ
と
」
な
ど
が
強
み
で
あ
る
。

些
細
な
こ
と
で
も
相
談
で
き
る
雰
囲
気
が
あ

り
、
各
校
の
危
機
管
理
や
生
徒
指
導
上
の
問

題
と
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
細
か
な
情
報
交

換
を
行
い
、
校
長
相
互
の
距
離
感
を
縮
め
て

い
る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
、
教
育
振
興
会
、

中
学
校
長
会
等
と
の
連
携
も
充
実
し
て
お
り
、

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。

　

年
一
回
、
小
中
校
長
会
が
合
同
で
開
催
す

る
教
育
懇
談
会
で
は
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

魚
沼
市
小
学
校
長
会

お
互
い
の
顔
が
見
え

　
　
　

繋
が
り
を
実
感
で
き
る
校
長
会

秋
…
大
漁 

浜
の
喜
び 

盆
踊
り

冬
…
日
本
海
の
荒
波

　

地
域
の
七
夕
送
り
や
盆
踊
り
で
演
奏
さ
れ

て
き
た
笛
や
太
鼓
が
原
型
の
ま
ま
入
っ
て
い

る
部
分
も
あ
る
。

藤
塚
浜
大
漁
太
鼓
に
込
め
た
思
い

　

卒
業
生
で
も
あ
る
保
護
者
か
ら
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
運
動
会
で
は
堂
々
と
し
た
演
奏

を
聞
か
せ
た
。
五
年
生
は
、
大
漁
太
鼓
の
歴

史
に
つ
い
て
調
べ
、
学
習
を
通
し
て
最
高
学

年
に
向
け
て
自
覚
を
高
め
つ
つ
あ
る
。
今
後
、

地
域
の
行
事
で
も
演
奏
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

先
代
の
中
学
一
年
生
も
演
奏
を
披
露
す
る
。

ま
た
、
高
校
三
年
生
も
卒
業
を
前
に
大
漁
太

鼓
を
演
奏
す
る
。
来
校
し
た
卒
業
生
は
「
私
、

○
代
目
な
ん
で
す
」
と
笑
顔
で
胸
を
張
る
。

藤
塚
浜
大
漁
太
鼓
は
、
大
人
に
な
っ
て
、
故

郷
を
離
れ
て
も
、
同
級
生
同
士
の
心
を
つ
な

ぎ
、
母
校
と
地
域
へ
の
誇
り
と
つ
な
が
り
を

確
か
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
小
林  

隆
裕
）

新
発
田
市
立
藤
塚
小
学
校

心
を
つ
な
ぐ
藤
塚
浜
大
漁
太
鼓

藤
塚
浜
大
漁
太
鼓
の
は
じ
ま
り

　

藤
塚
小
学
校
は
、
来
年
度
に
創
立
百
五
十

周
年
を
迎
え
る
。
校
区
は
古
く
か
ら
漁
師
町

と
し
て
栄
え
、
笛
と
太
鼓
の
演
奏
が
伝
え
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
伝
承

者
が
少
な
く
な
り
、「
こ
の
ま
ま
で
は
地
域

の
伝
統
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
」「
藤
塚
浜
の

優
れ
た
気
質
と
伝
統
を
子
ど
も
た
ち
に
継
承

さ
せ
た
い
」
と
、
当
時
の
山
際
孝
直
校
長
が

仁
平
和
二
氏
に
作
曲
を
依

頼
し
た
。「
春
」「
夏
」

「
秋
」「
冬
」
の
四
曲
か

ら
成
る
笛
と
太
鼓
の
曲
が

当
時
の
六
年
生
に
よ
っ
て

披
露
さ
れ
た
の
は
一
九
八

〇
年
九
月
。
以
来
、
演
奏

す
る
子
ど
も
た
ち
は
「
○

代
目
」
と
呼
ば
れ
、
現
在

の
五
・
六
年
生
は
四
十
三

代
目
に
あ
た
る
。

曲
の
特
徴

　

曲
は
、
季
節
の
海
や
地
域
の
様
子
を
モ
チ

ー
フ
に
し
て
い
る
。
四
季
折
々
の
喜
び
や
賑

わ
い
、
自
然
の
勇
壮
さ
や
恵
み
へ
の
感
謝
が

曲
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

春
…
出
漁
の
喜
び 
春
の
大
漁

夏
…
大
き
な
海 

浜
の
に
ぎ
わ
い 

七
夕
送
り

学校紹介

郡 市
政令指定都市
だ よ り


